
　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【根室市の学力向上策】

【教科全体の状況】

■根室市内の状況及び学力向上策　　（小学校数：8校 、児童数：130人） （中学校数：6校 、生徒数：170人）

「学力向上プロジェクト推進会議」や「授業改善推進チーム」
の取組により授業改善が図られ、自分の思いや考えをもと
に、作品や作文など新しいものを創り出す活動を行ってい
る、授業は自分にあった教え方、教材、学習時間等になって
いると回答した児童の割合が全道及び全国を上回ったと考え
られる。

児童一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器
を、授業で積極的に活用することや「授業改善推進チーム」
の取組により、友達と意見を交換する場面でＰＣ・タブレットな
どのＩＣＴ機器をほぼ毎日使うと回答した児童の割合が全道
及び全国を上回ったと考えられる。

「学力向上プロジェクト推進会議」の取組により授業改善が
図られ、自分の思いや考えをもとに、作品や作文など新しい
ものを創り出す活動を行っている、授業は自分にあった教え
方、教材、学習時間等になっていると回答した生徒の割合が
全道及び全国を上回ったと考えられる。

生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器
を、授業で積極的に活用する取組により、自分の考えをまと
め、発表する場面でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をほぼ毎
日使うと回答した生徒の割合が全道及び全国を上回ったと考
えられる。

タブレット端末を最大限に活用した授業改善を進化させるための教員研修の充実

◎

◎

◎

市内教職員による「根室市学校連携教育研究会」を通した幼保小中高の連携の強化

校長・教頭・教諭の代表と教育委員会で組織する「学力向上プロジェクト推進会議」等による指導方法の工夫・充実

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（言葉の

特徴や使い方

に関する事項）

国語（我が国の

言語文化に

関する事項）

算数（数と計算）

算数（図形）算数（変化と関係）

算数（データの活用）

理科（「エネルギー」を

柱とする領域）

理科（「粒子」を

柱とする領域）

理科（「生命」を

柱とする領域）

理科（「地球」を

柱とする領域）

根室市内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（言葉の

特徴や使い方

に関する事項）

国語（情報の

扱い方に

関する事項）

国語（我が国の

言語文化に

関する事項）

数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（データの活用）

理科（「エネルギー」を

柱とする領域）

理科（「粒子」を

柱とする領域）

理科（「生命」を

柱とする領域）

理科（「地球」を

柱とする領域）

根室市内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

小学校 中学校

【上記結果の考えられる要因の分析】

小学校 中学校

小学校 中学校

【質問紙の状況】
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平均正答率 小学校 中学校

国語 59 60

算数・数学 54 35

理科 57 42
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■別海町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：8校 、児童数：107人） （中学校数：8校 、生徒数：116人）

【教科全体の状況】

新聞を活用した教育活動や読書活動の推進など、総合的
な読解力向上に向けた取組を行ったことにより、新聞を読ん
でいる、読書は好きと回答した児童の割合が全道及び全国
を上回り、国語の１領域２事項の平均正答率が全道及び全
国を上回ったと考えられる。

地域一丸となって子どもを育てる環境づくりを行う「別海型C
Ｓ」の活動で、学校・家庭・地域・行政が連携して子どもの豊
かな学びを推進したことにより、今住んでいる地域の行事に
参加する、地域や社会をよくするために何をすべきか考える
と肯定的に回答した生徒の割合が全道及び全国を上回った
と考えられる。

各学校で児童が行った家庭学習の取組について、教員に
よる指導を通じて児童が学習活動の改善を図ったり、家庭学
習などに利用できるタブレットドリルを導入したりしたことによ
り、家で自分で計画を立てて勉強していると回答した児童の
割合が全道及び全国を上回ったと考えられる。

各学校で、家庭での学習方法等について具体例を挙げな
がら教えたり、家庭学習などに利用できるタブレットドリルを
導入したりしたことにより、家で自分で計画を立てて勉強して
いると回答した生徒の割合が全道及び全国を上回ったと考え
られる。

【別海町の学力向上策】

◎ 新聞を活用した教育活動や読書活動の推進など、総合的な読解力向上を図る取組

◎ 地域一丸となって子どもを育てる環境づくりを行う「別海型ＣＳ（コミュニティ・スクール）」の推進

◎ タブレットドリルの活用を含む家庭学習の充実
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学習習慣や正しい生活習慣を定着させる「生活リズムチェックシート」及び「スイッチオフ22運動」の実施

◎

◎

◎

「中標津学校改善支援プラン」に示す主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の取組の充実

各中学校区における義務教育９年間を見通したグランドデザインに基づく、小・中学校の接続を重視した教育活動の推進

【中標津町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■中標津町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：4校 、児童数：151人） （中学校数：3校 、生徒数：187人）

生徒のよい点や改善点等を積極的に評価し、学習したこと
の意義や価値を実感できるようにしたことにより、先生は、あ
なたのよいところを認めてくれていると思うと回答した生徒の
割合が、全道及び全国を上回ったと考えられる。

理科の授業において、観察や実験の結果を分析し解釈す
る指導を行ったことにより、観察や実験の結果をもとに考察
すると回答した生徒の割合が全道及び全国を上回り、「粒
子」を柱とする領域において、最も全国に近くなったと考えら
れる。

国語の授業において、目的に応じて自分の考えを話したり
必要に応じて質問したりする授業を行ったことにより、国語の
勉強が好きと回答した児童の割合が全道及び全国を上回
り、「言葉の特徴や使い方に関する事項」において全道及び
全国を上回ったと考えられる。

理科の授業において、実生活における事象との関連を図っ
た授業を行ったことにより、自分の予想をもとに観察や実験
の計画を立てていると回答した児童の割合が全国を上回り、
「生命」及び「粒子」を柱とする領域において、全国を上回った
と考えられる。
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平均正答率 小学校 中学校

国語 62 65

算数・数学 58 47

理科 64 47
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【標津町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■標津町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：2校 、児童数：29人） （中学校数：2校 、生徒数：31人）

一貫教育推進協議会を通して、家庭と連携したメディアコント
ロールの育成の在り方を共有したことにより、家で自分で計画
を立てて勉強していると回答した児童の割合が全道及び全国
を上回ったと考えられる。

一貫教育推進協議会を通して、家庭と連携したメディアコント
ロールの育成の在り方を共有したことにより、家で自分で計画
を立てて勉強していると回答した生徒の割合が全道及び全国
を上回ったと考えられる。

問題解決的な学習の充実に向けて、「標津型学習スタイル」
を推進することにより、課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいると回答した児童の割合が全道及び全国
を上回り、全ての教科において、平均正答率が全道及び全国
を上回ったと考えられる。

問題解決的な学習の充実に向けて、「標津型学習スタイル」
を推進することにより、課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいると回答した生徒の割合が全道及び全国
を上回り、国語、理科において、平均正答率が全道及び全国
を上回ったと考えられる。

一人一人に配備されたＩＣＴ機器を授業で積極的に活用した
ことにより、学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うの
は勉強の役に立つと思うと回答した生徒の割合が全道及び全
国を上回ったと考えられる。

一人一人に配備されたＩＣＴ機器を授業で積極的に活用した
ことにより、学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うの
は勉強の役に立つと思うと回答した児童の割合が全道及び全
国を上回ったと考えられる。

家庭との連携を図った、適切にメディアコントロールできる能力の育成及び環境づくりの推進

◎

◎

◎

標津・川北両地区の一貫教育推進協議会を通した異校種コラボレーション授業研究及び部会協議の推進

ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を図る「標津型学習スタイル」（問題解決的な学習）の推進
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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【質問紙の状況】
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平均正答率 小学校 中学校

国語 69 74

算数・数学 67 48

理科 70 54
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　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの
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ＩＣＴの特性を生かした授業の指導方法工夫改善に向けた研修会の実施

◎

◎

◎

小・中学校で研究主題を統一して一貫して取り組む授業改善や「幼小中高合同研修会」の実施

「羅臼町学力向上プラン」による確かな学力の定着を図る授業改善の実施

【羅臼町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■羅臼町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：2校 、児童数：35人） （中学校数：1校 、生徒数：36人）

小・中学校が連携して、「羅臼町学力向上プラン」による授
業改善や「幼小中高合同研修会」を実施したことにより、１、２
年生のときに受けた授業では、自分の思いや考えをもとに、
作品や作文などの新しいものを創り出す活動を行っていたと
回答した生徒の割合が全道及び全国を上回ったと考えられ
る。

学校において、教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い
方を学ぶ研修を実施し、ＩＣＴの特性を生かした授業実践を
行ったことにより、学校で、自分の考えをまとめ、発表する場
面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をほぼ毎日使うと回答し
た生徒の割合が全道及び全国を上回ったと考えられる。

小・中学校が連携して、「羅臼町学力向上プラン」による授
業改善や「幼小中高合同研修会」を実施したことにより、算数
の授業の内容はよく分かると回答した児童の割合が全国を
上回るとともに、算数の全ての領域で全道及び全国の平均
正答率を上回ったと考えられる。

各学校において、教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使
い方を学ぶ研修を実施し、ＩＣＴの特性を生かした授業実践を
行ったことにより、学校で、自分の考えをまとめ、発表する場
面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をほぼ毎日使うと回答し
た児童の割合が全道及び全国を上回ったと考えられる。
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平均正答率 小学校 中学校

国語 67 60

算数・数学 68 39

理科 66 41
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